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日立-GEメカニカルドライブガスタービン

日二立-GEメカニカルドライブフグスタ

ービンは,天然ガスパイプライン,石

油化学プラントをはじめあらゆる分野

図l 日立-GEメカニカルドライブカ'ス

タービン(M5332B)

の産業機イ滅駆動用原動機として永年に

わたり広く使用されており,次のよう

な優れた特技をもっている(図1)｡

1.主な特長

(1)2軸構造のため負荷を静止状態か

ら起動し,広範囲の速度制御が可能で

ある｡

(2)燃料ほガス燃料だけでなく,軽質

油,垂質油などの液体燃料も佃用できる｡

(3)部品の寿命に余裕をもたせた設計

であり,信頼性が高く,長崎別の連続

運転に適する｡

(4)すべての機器をベースマウントし

たパッケージ設計であり,輸送及び据

付が容易である｡

(5)タービン,圧縮機ともケ【シング

が水平に2分ノ割されており,保守が谷

易な構造である｡

2.仕 様

表1に標準仕様を示す｡

([ト立製作所 電力事業本部)

表l 日立一GEメカニカルドライブガスタービン標準仕様

項 目-----＼横棒
単 位 M1502 M3142 M5262A M5332B M了652

出 力 kW

kca卜/kWh

3.760 10.890 19′580 25′030 48.了80

3′125

3′020

238.4

熟消費率(+HV) 3′5了0 3.260 3′303 3′O10

負荷軸定格速度 ｢Pm 10′290 6.500 4.670 4′6了0

1】6.5空気流量 kg/s 20.4 5l.0 97.3

排気温度 dc 519 532 524 499 500

注:大気条件は1SO標準斗犬態(150c,l.033ata)で.吸排気の圧力損失の影響を除外する｡

尿素合成用二酸化炭素遠心圧縮機

日立製作所は,電子計算機をJ円いた

日動設計i去,羽根車の放電加工法の拡

充などにより,尿素介成プラント用仝

f貴通心式二酸化炭素圧縮機を完成した｡

本機は,尿素合成プラントで大左く圧

の二酸化炭素を,尿素でナ成に必要な約

150～300;t圧まで昇圧する遠心圧縮機

である｡

1.主な年寺長

(1)電子計算機による自動設計法を駆

使し,顧客の仕様に最も適した流体設

計を行なっている｡

(2)小外径,狭‡-l一汁川白羽根卓を放電加

工法により製作するため,高効率で作

動範帥の広い性能が得られる｡

(3)高音且,高圧までの広範何について

確認された二酸化炭素の物理性寸犬を用

いて流体設計が施されてし-る｡

(4)二酸化炭素の化学J丈応,腐食惟を

考膚した材質,構造を採用してし､る｡

(5)メンテナンスフリーであり,長期

間の連続運転に十分耐える｡

全段遠心圧縮機の本用途への適用範
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国l 全段遠心圧縮機の適用範囲

州を図1に示す｡

今回完成した1,500t/d尿素ナナ成用

260気圧二酸化炭素上主縮機は,工場で

機械的運転試験及び蒸気タービンとの

結合運転試験(図2)を行なうとともに,

∴酸化炭素を用いた仕様圧力(吐｢Hし

圧力260気圧)での性能試験(図3)を

実施し,i充休性能,機1戒的安定性など

について徹底した確認を行なった｡

(日立製作所 機電事業本部)
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図2 蒸気タービンとの結合運転試験(工場)

区13 工場における圧縮1幾性能試験
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ガスパイプライン制御装置

ソ連ガス工業省納め,天然ガスパイ

プラインガス圧送ステーションf別御装

置は,昭和52年11月日立i巻から出荷さ

れ,現在ソ連のパラソフカで鋭意据え

付けが進められている｡

ガス圧送ステーションは,長大なパ

イプラインの途中の要所要所に設置さ

れ,オ､ス輸送パイプ中の子鹿体圧損によ

つて減圧,膨張する分を補偵するため,

圧縮機によりガスを昇圧して,更に後

流.に送り出すことによりパイプライン

の輸送力を確保するものである｡

鞄･､､ノー､､

えこ､㍗′

きごだご

こ_≦､､′エさ繁､ご与､′､ご≡､

:槻 ご

l;三て書こ言′;r音き

■.■rき巨｢
+
｡

一に
逆

図l ガス圧送ステーション制御盤

l.主な構成

ステーション制御盤=……

ガスタ【ビン制御盤‥……

圧縮機制御盤‥‥

モータコントロールセンタ

ノヾソテリー‥…‥‥‥…･･

チャージャー･･‥‥…･

2面

5耐

5面

･式

一式

2面

データログ【(HIDIC O8)……一式

ステーション制御は,ステーションの

Rl二出し斥力一定制御を行ない,叶出し

流量,叶｢liし温度及び人口圧力による,
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■小特集:生産管理情報システム

生硬管理情報システムの現状と動向
セミプロセス工業におけるオンライン工程管理システム

¶臼束電乞i工業株式会社豊橋工場における適用事例一
自動車組立ラインにおけるスケジューリングシステム

ー殿内工業株式会社の事例一
非量産工場における生産管理情報システム

日立標準生産管≡哩パッケージ"HPP叩

¶･小森印刷株式会社への適輔車例一
子測適応型生産管理システムの開発

■一般論文

高性能遠心抽rt_i装置

原料ヤードにおけるブレンディングシステム

岩盤掘削用大[1径リバースサ【キュレ【ションドリルの開発

ノさ;‡電導磁如草_L式モデル車両の浮上制御装置
通商産業省ファクシミリ通信システム

中速ファクシミリ装置◆`HF341Ⅹ■'

オーバライドをかけている｡

ガスタービン制御装置は,ガスター

ビンの起動山路,停止山路をも含め,

仝電イー化された利子卸装置(スピードト

ロニック)である｡圧縮機一利御悠には､

圧縮機のサ【ジングl妨止別御装置,タ

【ビン人口空与毛のアンチアイシイ ング

制御装置などが組み込まれている｡図

1にガ､スJ上送ステーション制御盤の外

観をホす｡

2.主な特長

(1)ステーション制御は,テレメータ

による無人運転を建前とL,ガス流量

の変化によるユニットの追加起動,及

び停止を仝白勅で行なえる制御方式を

採用している｡

(2)零下450cという厳Lい自然環境下

でも運転継続が可能なように,低i占ふ対

策が施されている｡

(3)取り扱う流体が,叫燃性ガスであ

るため,十分な安全対策が施されてい

ることなどである｡

(日立製作所 磁力事業本部)
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